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本
年
九
月
十
二
日
、
厚
生
労
働
省
の
薬
事
審
議
会
医
薬
品
第
二
部
会
に
お
い
て
、
Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ
フ
ァ
ル
マ
株
式

会
社
の
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
が
薬
事
承
認
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
月
十
三

日
に
薬
事
承
認
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
等
が
無
限
に
増
え
る
」

と
い
っ
た
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
九
十
七
条
第
一
項
は
、
「
公
務
員
が
、
そ
の
職
務
に
関
し
、
賄
賂
を
収
受

し
、
又
は
そ
の
要
求
若
し
く
は
約
束
を
し
た
と
き
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
請
託
を
受
け

た
と
き
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

 
 

一
方
、
厚
生
労
働
省
の
「
薬
事
審
議
会
審
議
参
加
規
程
」
第
十
三
条
は
、
「
委
員
等
本
人
又
は
そ
の
家
族
が
、
申
告
対
象

期
間
中
に
審
議
品
目
の
製
造
販
売
業
者
又
は
競
合
企
業
か
ら
寄
附
金
・
契
約
金
等
の
受
取
の
実
績
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
か
ら
の
受
取
額
が
、
申
告
対
象
期
間
中
の
い
ず
れ
の
年
度
も
五
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
委
員
等
は
、
審
議
会
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等
へ
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
該
審
議
品
目
に
つ
い
て
の
議
決
に
は
加
わ
ら
な
い
。
」
と
し
た
上

で
、
「
た
だ
し
、
寄
附
金
・
契
約
金
等
が
、
申
告
対
象
期
間
中
の
い
ず
れ
の
年
度
も
五
十
万
円
以
下
の
場
合
は
、
議
決
に
も

加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
点
に
関
し
、
薬
事
審
議
会
の
委
員
等
は
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
と
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
事
審
議
会
審
議
参
加
規
程
に

あ
る
よ
う
に
、
委
員
が
製
造
販
売
業
者
等
か
ら
寄
附
金
を
受
領
し
て
い
た
場
合
に
は
、
刑
法
第
百
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
抵
触
し
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

令
和
四
年
五
月
二
十
日
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
が
施
行
さ
れ
、
新
た
に
緊
急
承
認
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
同
制
度
の
対
象

と
な
る
医
薬
品
の
要
件
と
し
て
は
、
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
ま
ん
延
そ

の
他
の
健
康
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
医
薬
品
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
医
薬
品
の

使
用
以
外
に
適
当
な
方
法
が
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
点
に
関
し
、
同
日
発
出
さ
れ
た
「
緊
急
承
認
制
度
に
お
け
る
承
認
審
査
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
令
和
四
年
五
月
二

十
日
付
け
薬
生
薬
審
発
〇
五
二
〇
第
一
号
）
に
お
い
て
は
、
感
染
症
に
用
い
る
治
療
薬
及
び
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
有
効
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性
及
び
安
全
性
の
評
価
に
係
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 
厚
生
労
働
省
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
（
以
下
「
Ａ
Ｄ
Ｂ
」
と
い
う
。
）

に
対
し
、
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
別
の
新
規
陽
性
者
数
」
に
関
す
る
資
料
を
提
出
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

同
資
料
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
新
規
陽
性
者
を
、
不
明
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
の
有
無
で
分
け
て
集

計
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

一
方
、
厚
生
労
働
省
は
、
同
資
料
の
作
成
に
当
た
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が
未
記
入
の
場
合
、
令
和
四
年
四
月
二
十
日
ま

で
の
Ａ
Ｄ
Ｂ
提
出
デ
ー
タ
で
は
未
接
種
に
分
類
し
て
い
た
が
、
同
年
五
月
十
一
日
以
降
の
Ａ
Ｄ
Ｂ
提
出
デ
ー
タ
で
は
接
種
歴

不
明
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
四
月
二
十
日
ま
で
の
Ａ
Ｄ
Ｂ
提
出
デ
ー
タ
で
は
、
未
接
種
の
新
規
陽
性
者
数
が
実
際

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
点
に
関
し
、
厚
生
労
働
省
は
、
未
接
種
の
新
規
陽
性
者
数
を
多
く
見
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
ヒ
ト
の
細
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
こ

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
も
と
に
、
細
胞
内
で
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
が
産
生
さ
れ
る
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
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ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
遺
伝
子
が
ヒ
ト
の
細
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
こ
の
遺
伝
子
を
も
と
に
細
胞
内
で
ス
パ
イ
ク
タ
ン

パ
ク
質
が
産
生
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
が
疾
病
の
原
因
と
な
ら
な
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
証
明
し
た
の

か
。
治
験
の
具
体
的
内
容
及
び
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
」
（
令
和
六
年
七
月
二
日
閣
議
決
定
）
は
、
情
報
提
供
・
共
有
、
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
項
目
を
設
け
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
「
情
報
提
供
・
共
有
（
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
令
和
六
年
八
月
三
十
日

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
監
決
裁
）
は
、
偽
・
誤
情
報
へ
の
対
応
に
関
し
、
国
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
を
確
認
し
、
例
え

ば
、
事
実
関
係
と
し
て
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
情
報
が
拡
散
さ
れ
、
国
民
等
へ
の
影
響
等
に
鑑
み
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

表
現
の
自
由
に
配
慮
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
科
学
的
知
見
等
に
基
づ
く
正
確

か
つ
分
か
り
や
す
い
情
報
の
周
知
や
注
意
喚
起
を
行
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
国
の
予
算
の
支

出
先
及
び
支
出
額
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

さ
ら
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
の
情
報
提
供
に
資
す
る
た
め
の
国
民
の
認
識
や
意
向
に
関
す
る

調
査
及
び
情
報
提
供
資
材
制
作
一
式
」
及
び
「
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
業
務
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一
式
」
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
国
の
予
算
の
支
出
先
及
び
支
出
額
並
び
に
偽
・
誤
情
報
へ
の
対
応
状
況
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た

い
。 

六 

本
年
九
月
十
三
日
、
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
を
承
認
し
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
同
月
十
二
日
、
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
の
承
認
に
つ
い
て
了
承
し
た
厚
生
労
働
省
薬
事
審
議
会
医
薬
品
第
二
部
会
に

お
け
る
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
の
非
臨
床
試
験
に
係
る
議
論
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

七 

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
ル
ー
ム
等
の
献
血
場
所
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
者
の
献
血
を
拒
否
し
て
い

る
献
血
場
所
は
存
在
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 

ワ
ク
チ
ン
の
被
接
種
者
か
ら
当
該
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
産
生
さ
れ
た
物
質
等
が
拡
散
さ
れ
て
他
の
者
に
影
響
を
与
え

る
事
象
（
以
下
「
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
政
府
が
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
存
在
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
蚊
等
の

吸
血
に
よ
る
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
危
険
性
に
対
す
る
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

加
え
て
、
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
承
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
邦

人
の
海
外
渡
航
に
支
障
が
生
ず
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。
我
が
国
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
に
つ
い
て
、
今
後
、
諸
外
国
に
対
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し
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

九 
日
本
国
憲
法
第
七
十
三
条
第
三
号
は
条
約
の
承
認
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る

国
会
承
認
条
約
に
つ
い
て
は
、
①
法
律
事
項
を
含
む
国
際
約
束
、
②
財
政
事
項
を
含
む
国
際
約
束
及
び
③
我
が
国
と
相
手
国

と
の
間
、
あ
る
い
は
国
家
間
一
般
の
基
本
的
な
関
係
を
法
的
に
規
定
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
政
治
的
に
重
要
な
国
際
約

束
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
発
効
の
た
め
に
批
准
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
「
大
平
三
原

則
」
）
。 

 
 

一
方
、
世
界
保
健
機
関
（
以
下
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
総
会
は
、
本
年
六
月
一
日
、
疾
病
の
国
際
的
伝
播
を
最
大
限
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
保
健
規
則
（
以
下
「
Ｉ
Ｈ
Ｒ
」
と
い
う
。
）
（
二
〇
〇
五
）
の
改
正
案
を
採
択
し
た
。
本

改
正
は
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
緊
急
事
態
」
の
定
義
を
新
た
に
規
定
す
る
こ
と
等
と
し
て
お
り
、
拒
否
又
は
留
保
を
表
明
し
た

国
を
除
く
全
て
の
加
盟
国
に
対
し
て
、
改
正
の
採
択
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
に
よ
る
通
報
の
日
か
ら
一
年
後
に
効
力
が

生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
ら
の
点
に
関
し
、
本
年
六
月
一
日
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
改
正
は
、
財
政
事
項
を
含
む
国
際
約
束
で
あ
り
、
国
会
の
承
認
を
必
要

と
す
る
国
会
承
認
条
約
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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ま
た
、
同
改
正
に
基
づ
き
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
緊
急
事
態
」
に
該
当
す
る
場
合
に
発
出
さ
れ
る
勧
告
は
、
従
来
と
同
様
、

法
的
拘
束
力
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


